
平成３０年度　全国学力・学習状況調査　質問紙の抜粋（全国・県との比較）

児童質問紙による授業改善への分析

小学校

・質問番号５７「学級の友達との間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりすることができ

ていると思いますか」の「そう思う」の児童の割合は、昨年度と比べて＋７．３％増加し、県や全国とほぼ同

一の伸びがみられる。

・質問番号５５「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか」と質問番号５６

「自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか」では、

「当てはまる」の児童の割合は、昨年度と比べほぼ同じになっている。（県や国も同じ）

○昨年度幸手市として、「幸手スタンダード授業５」や児童生徒への「言葉かけ改善モデル」、「幸手学びの

すすめ１０か条」などで授業改善を図ってきた成果が表れている。今後は、児童が主体的に学びたいと思え

る課題の設定や振り返り、課題に迫ることができる児童間の話し合い活動を展開できる授業を展開していく

ことが必要である。



平成３０年度　全国学力・学習状況調査　質問紙の抜粋（全国・県との比較）

生徒質問紙による授業改善への分析

中学校

・質問番号５２「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか」では

「当てはまる」の生徒は昨年度に比べ、＋１５．９％、質問番号５３「自分の考えがうまく伝わるよう、

資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか」では「当てはまる」の生徒の

割合は、昨年度に比べ＋１０．２％、質問番号５４「学級の友達との間で話し合う活動を通して、自

分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか」の「そう思う」の生徒の割合は、

昨年度と比べて＋２４．３％増加し、県や全国よりも大きく伸びている。

○数値によると中学校における授業改善が進んでいることがわかる。しっかりと課題を立てること

や教師による一方的な授業ではなく、生徒間で話し合い、課題解決する授業の展開がなされてき

ている。今後は、小学校同様、授業の質の向上と生活習慣の改善を両輪として取り組んでいく必

要がある。


